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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学情報を電気情報に変換する撮像手段の所定の露光期間に蓄積された当該電気信号を
転送するタイミングである垂直同期信号の発生を制御するタイミング発生手段と、撮像さ
れた画像の輝度を導出する測光手段と、前記測光手段の導出結果に基づいて前記撮像手段
における露出条件を制御する露出制御手段と、被写界に閃光を照射する閃光発光タイミン
グ信号を生成する閃光タイミング手段と、閃光を伴う本露光前に予備発光を行って本露光
の際の閃光発光量を決定する調光制御手段とを有し、
前記タイミング発生手段は、前記垂直同期信号を第１の発生間隔と当該第１の発生間隔よ
りも短い間隔の第２の発生間隔で発生可能であって、
前記閃光タイミング手段は、前記第１の発生間隔で発生する前記垂直同期信号に応じた前
記予備発光を伴う露光期間の終了位置を基準に前記予備発光を行い、当該予備発光を伴っ
た露光により蓄積された電気信号を転送した後に前記第２の発生間隔で前記垂直同期信号
を発生させ、当該発生された前記垂直同期信号の後の本露光の露光期間の開始位置を基準
に前記本露光発光を行うことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記タイミング発生手段は、前記本露光直前に、前記第２の発生間隔で前記垂直同期信
号を生成することを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　光学系と前記撮像手段の間に形成されて前記光学系から前記撮像手段への入射光を機械
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的に遮断する遮蔽手段を有し、前記タイミング発生手段は、前記遮蔽手段の閉口制御開始
から所定時間経過後に、前記第１の発生間隔よりも短い間隔の第３の発生間隔で前記垂直
同期信号を生成することを特徴とする請求項１又は請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記タイミング発生手段は、前記蓄積された電気信号を基準クロック単位及び／又は水
平期間単位で除去する不要電荷除去手段を持ち、該撮像手段は、被写界輝度に依らず前記
不要電荷除去手段の出力本数を最小本数に固定することを特徴とする請求項１乃至請求項
３のいずれかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記遮蔽手段の遮蔽制御から遮蔽動作に至るまでの遅延時間に応じて、前記タイミング
発生手段による前記第３の発生間隔での垂直同期信号の発生を調節することを特徴とする
請求項３に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、静止画像や動画像を撮像する撮像装置と、該撮像装置の制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、撮像素子を利用して静止画像や動画像を撮像する電子カメラ等の撮像装置では
、被写界画像を撮像素子に結像させ、撮像素子から得られる画像データ（被写界輝度デー
タ）を積分し、斯かる積分データに基づいて露出制御や調光制御等を行うＴＴＬ（スルー
・ザ・レンズ）方式の露光技術が利用されている。該ＴＴＬ方式で露光制御を行う場合、
閃光を伴う撮影の場合は、まず外光のみの画像データを積分測光して第１の積分データを
取得した後、予備発光を行い、外光とストロボ光とが混在した状態での画像データを積分
測光して第２の積分データを取得し、第１の積分データと第２の積分データとに基づいて
本露光時の発光時間（発光量）を決定している。
【０００３】
図４はＴＴＬ方式で露光制御を行う場合の従来の制御手順を示すタイムチャートである。
【０００４】
この種の撮像装置では、図４（ｉ）に示すように、撮影用の電源オン時には撮像素子を駆
動させるためのクロックＣＬＫが常時出力しており、該クロックＣＬＫに基づいて図４（
ii）に示すような水平同期信号ＨＤ、図４（iii）に示すような垂直同期信号ＶＤ、図４
（vi）に示すような撮像素子に蓄積された電荷を読み出す信号ＳＧ及び、図４（vii）撮
像素子に蓄積された不要な電荷を除去する不要電荷除去信号ＳＵＢを発生させている。
【０００５】
また、該撮像装置は、撮影準備駆動モードや撮影駆動モードに代表される複数の撮像駆動
モードを有し、夫々の撮像駆動モードに最適な前記タイミング信号群を形成し、駆動モー
ドの切換は、垂直同期期間を分解能として行うのが一般的である。
【０００６】
撮像素子における露光とは、ＳＵＢ信号出力停止から次の垂直転送期間のＳＧ信号出力ま
でに電荷を蓄積することを意味し、図４（ｉ）中の垂直転送期間ＡからＢにかけて行われ
る露光について言えば、図４（vi）（vii）中のｉタイミングからｈ´タイミングまでが
該当する。勿論、画像データを量子化する際に得られる画像データがダイナミックレンジ
に対して適切であるようにＳＵＢ信号の出力数を調節しているのは言うまでもない（公知
の電子シャッタ機能）。また、露光された画像データはＳＧ信号の出力に応じて順次読み
出され、読み出された画像データを量子化した後、画像データの輝度成分を信号処理部に
おいて積分して被写界輝度を測光演算する。
【０００７】
すなわち、撮像装置が撮影準備駆動モードに設定され、時間ｔ１で垂直同期信号ＶＤがア
クティブになると、該垂直同期信号ＶＤの立下りエッジをトリガとして時間ｔ２で撮像素
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子の読出信号ＳＧが生成されると共に（図４（vi））、次の露光のために不要電荷除去信
号ＳＵＢを所定数出力させて撮像素子に蓄積される露光時間を制御する（図４（vii））
。さらに並行して、ＳＧ信号以後撮像素子から順次読み出される画像データの輝度成分を
信号処理部で積分し、外光のみによる第１の積分データを取得する（図４（viii）中、ａ
で示す）。
【０００８】
そして、閃光を伴う場合は、図４（x）に示すように、時間ｔ４で閃光開始及び停止信号
ＳＴＳＰを発生させて予備発光を行う。すなわち、今回の露光期間（図４（ix）中、ｂで
示す）内に予備発光を行う。
【０００９】
そして、次の垂直転送期間Ｃで読み出される予備発光を含む被写界輝度データを積分し、
外光と閃光が混在した第２の積分データを取得する（図４（viii）中、ｃで示す）。この
後第１及び、第２の積分データに基づいて主被写体の反射率を演算して、本露光時の発光
時間（発光量）を求める。
【００１０】
次いで、撮像素子を撮影駆動モードに切換えるべく、ＶＤ信号のアクティブタイミングや
、ＳＧ信号の発生タイミング、垂直同期期間が変動したことによるＳＵＢ信号の出力数を
設定変更する。しかしながら先にも述べたように、ＳＧ信号やＳＵＢ信号はＶＤのアクテ
ィブタイミング即ちＶＤ信号の立下りを基準にして出力タイミングや出力数が更新される
ため、第２の積分データを取得してから、測光演算や発光時間演算等が完了した時にＶＤ
信号のアクティブタイミングが過ぎてしまうと、垂直転送期間の変更は出来ても、ＳＧ信
号やＳＵＢ信号の変更は更新されない。したがって、図に示すように、次にＶＤがアクテ
ィブになるまで無駄に時間（図４（v）中の垂直転送期間Ｄ）を浪費する可能性が高かっ
た。
【００１１】
更に、ＳＧ信号やＳＵＧ信号の設定変更が更新される次の垂直転送期間ＥでＳＵＢ信号出
力が停止と共に電荷の蓄積即ち、本露光を開始する。そして、本露光開始後の時間ｔ７で
閃光開始及び停止信号ＳＴＳＰを発生させ、前記発光時間の間に本発光を行い、露光完了
となるｔ８タイミングで本露光を終了すべく、シャッタを閉じて被写体の撮像素子への供
給を遮断する。
【００１２】
このように不要電荷除去信号ＳＵＢの出力停止タイミング（時間ｔ６）からシャッタの駆
動開始タイミング（時間ｔ８）までが本露光の露光時間ｅとなり、該露光時間ｅ内で本発
光を行っている。但し一般的に、シャッタには制御タイミングから実際の遮蔽開始動作に
至るまでに機械的な遅延時間があり、上記シャッタの駆動開始タイミング（時間ｔ８）は
、シャッタ固有の遅延時間を考慮して決定している。
【００１３】
そして、シャッタが完全に閉じる時間経過後（時間ｔ９）、最初に現れる垂直同期信号Ｖ
Ｄのアクティブタイミング以降の垂直転送期間Ｆ内の時間ｔ１１で読出信号ＳＧを発生さ
せて第１フィールドから画像データデータを読み出し、信号処理を施した後メモリ部へ転
送を行い、引き続き、次の垂直転送期間（不図示）で第２フィールドの画像データを読み
出し、第１フィールドと同様にしてメモリ部へ転送を行っている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ＴＴＬ方式で調光制御を行う場合は、予備発光と本発光との発光間隔は、予備
発光の閃光によって瞼を閉じてしまうまでの時間よりも短いことが重要であり、特に、暗
中における人物撮影時には必須条件と考えられている。しかしながら、撮像素子を用いた
撮像装置では、原理的に撮像素子に露光させた被写界画像をリアルタイムに積分すること
ができない。つまり、露光の完了が撮像素子に蓄積された電荷の読み出しであるため、露
光したフィールドの画像データを積分できるのは、読み出した後に相当する次のフィール



(4) JP 4454793 B2 2010.4.21

10

20

30

40

50

ドに他ならない。このように、単一露光フィールドと該露光フィールドで得られた画像デ
ータの積分とを並列処理できないため、発光間隔（図４中、ｄで示す）を短くするのが容
易でないという問題点があった。
【００１５】
すなわち、図４に示すように、予備発光を伴う垂直転送期間Ｂと垂直転送期間Ｃに跨った
露光フィールドと、本発光を行う垂直転送期間Ｅの間には、２つの垂直転送期間が存在し
てしまう。一つ目は、予備発光が行われた画像データを積分するために必要な垂直転送期
間であり、省くことはできない。二つ目は、先に述べた通り、撮像素子の駆動方式を変更
するためのトリガとなる垂直同期信号ＶＤのアクティブ期間の発生間隔を正規の垂直転送
レートで行っているために、 ＳＧ信号やＳＵＢ信号の出力タイミングや出力数が更新さ
れるまで無駄に消費する垂直転送期間である。この時間は、撮像素子に蓄積された画像デ
ータを垂直方向に転送するレートに比例して長短し、レリーズタイムラグ等に影響を及ぼ
す要因の一つである。
【００１６】
また、予備発光や本発光の閃光開始、更には停止信号ＳＴＳＰの発生タイミングに応じて
発光間隔ｄが変動する。例えば、図４（x）の実線で示すように、予備発光の発光タイミ
ングを露光期間ｂの開始直後に設定し且つ、本発光の発光タイミングを露光期間ｅの開始
直後に設定した場合、予備発行の露光期間ｂの長さに応じて本発光までの発光間隔ｄが変
動し、また、本露光を開始するための不要電荷除去信号ＳＵＢの出力停止タイミング（時
間ｔ６）を本露光の露光時間ｅに応じて変動させた場合は、発光間隔ｄは被写界輝度によ
って変動する。
【００１７】
さらに、予備発光、及び本発光の発光タイミングを図４（x）の破線に示すように、露光
期間ｂ、ｅの終了直前に行った場合は、予備発酵の露光機関ｂの影響は受けないが、本露
光の露光期間ｅによって発光間隔ｄ、及びシャッタを完全に閉じてから次の垂直同期信号
ＶＤが発生する時間ｔ１０までの時間ｆが変動する。斯かる期間ｆが長くなると、読出信
号ＳＧの発生も遅延するため、画像データの読み出し開始が遅くなるという問題があった
。しかも、シャッタの遮蔽制御開始時間ｔ８からシャッタが実際に遮蔽状態になるまでの
時間ｔ９は、シャッタ個別に変動する。
【００１８】
斯かる期間ｆが長く、そして安定しない撮像装置においては、シャッタによって撮像素子
への被写界像の供給を遮断してから、実際に露光された画像データが読み出されるまでの
期間ｇは露光期間ｅに応じて変動し、該期間ｇが長くなると、撮像素子が実装されている
基盤への蓄積された電化の流出度合いが変動し、一定した品質の画像データが得られなく
虞なるがある。特に、複数の垂直転送期間に跨って露光を行うような長秒時露光で、シャ
ッタが遮光状態になる時間ｔ９がＳＧ信号の出力タイミングｔ１１直後である場合が最も
電荷の流出が激しい。
【００１９】
さらに、撮像素子の色フィルタ配列によっては第１フィールドと第２フィールドにおける
色による感度若しくは、飽和レベルが異なり、いずれのフィールドから先行して読み出す
かを任意に設定するのは困難である。
【００２０】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであって、閃光を伴う撮影の場合に、予
備発光と本発光との発光間隔を大幅に短縮し、これにより品質の良好な画像データを迅速
にえることができる撮像装置と該撮像装置の制御方法を提供することを目的とする。
【００２１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明に係る撮像装置は、光学情報を電気情報に変換する撮
像手段の所定の露光期間に蓄積された当該電気信号を転送するタイミングである垂直同期
信号の発生を制御するタイミング発生手段と、撮像された画像の輝度を導出する測光手段
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と、前記測光手段の導出結果に基づいて前記撮像手段における露出条件を制御する露出制
御手段と、被写界に閃光を照射する閃光発光タイミング信号を生成する閃光タイミング手
段と、閃光を伴う本露光前に予備発光を行って本露光の際の閃光発光量を決定する調光制
御手段とを有し、前記タイミング発生手段は、前記垂直同期信号を第１の発生間隔と当該
第１の発生間隔よりも短い間隔の第２の発生間隔で発生可能であって、前記閃光タイミン
グ手段は、前記第１の発生間隔で発生する前記垂直同期信号に応じた前記予備発光を伴う
露光期間の終了位置を基準に前記予備発光を行い、当該予備発光を伴った露光により蓄積
された電気信号を転送した後に前記第２の発生間隔で前記垂直同期信号を発生させ、当該
発生された前記垂直同期信号の後の本露光の露光期間の開始位置を基準に前記本露光発光
を行うことを特徴としている。
【００２７】
尚、本発明のその他の特徴は下記の発明の実施の形態の記載により明らかとなろう。
【００２８】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳説する。
【００２９】
図１は、本発明に係る撮像装置の一実施の形態を示すブロック構成図であって、該撮像装
置は、被写体としての光学像を電気信号に変換し、量子化された画像データを供給する撮
像ブロック１と、該撮像ブロック１から出力される画像データに所定の信号処理を施す信
号処理ブロック２と、装置本体に内蔵若しくは接続された閃光装置３とから構成されてい
る。
【００３０】
撮像ブロック１は、被写界像が透過するレンズ群４と、該レンズ群４を透過した被写界像
（光学像）が結像し該光学像を電気信号に変換する撮像素子５と、光学像を前記撮像素子
５上に合焦させるための合焦系レンズ６と、絞り７と、被写界像の撮像素子５への入射を
遮断するシャッタ８と、撮像素子５により電気信号に変換されたアナログ画像信号をデジ
タル画像信号に変換するＡ/Ｄ変換器９と、前記撮像素子５を駆動させるための各種タイ
ミング信号を発生するタイミング発生部１０と、絞り７の切換やシャッタ８の開閉制御を
指令する露光制御部１１と、装置本体に内蔵若しくは、接続される閃光装置の発光制御を
行う閃光制御部１２とを有している。
【００３１】
タイミング発生部１０は、撮像素子を駆動する基準クロック（例えば、１８ＭＨｚ）単位
で計数する複数の同期カウンタを有し、該同期カウンタの計数値基づいて水平同期信号Ｈ
Ｄ及び、垂直同期信号ＶＤを発生させ、さらにカウンタ値適宜変更することにより垂直同
期信号ＶＤのアクティブ期間の発生間隔、すなわち垂直転送期間の変更を可能としている
。
【００３２】
また、垂直同期信号ＶＤのアクティブタイミング（立下りエッジ）によってリセットされ
、該垂直同期信号ＶＤのアクティブタイミングから基準クロックＣＬＫ単位で計数するカ
ウンタを内蔵し、撮像駆動モード（撮像素子に依存）に応じて、撮像素子５に蓄積された
電荷を読み出す読出信号ＳＧ及び、不要電荷除去信号ＳＵＢ等を発生させ、撮像素子５を
駆動させるための各種信号の発生タイミング等を制御する。
【００３３】
閃光制御部１２及び露光制御部１１には、例えば１０ＭＨｚを基準クロックとして計数す
る閃光パルス生成用カウンタ及び、シャッタパルス生成用カウンタが内蔵されており、閃
光制御部１２及び露光制御部１１は１μsec単位でパルスを形成する。上記両カウンタは
計数を停止し且つカウント値をゼロにリセットする設定と、カウント動作開始から信号を
反転させるカウント値の設定と、反転された信号を元の状態に戻すカウント値の設定が出
来るように構成される。信号処理ブロック２のシステム制御部１５は、上記パルスの生成
に必要な設定を行ない、予備発光、本発光、及び本露光時のシャッタ遮蔽制御の開始タイ
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ミング、更にはパルス幅を調節する。
【００３４】
また、信号処理ブロック２は、撮像ブロックから出力された画像データに対し所定の信号
処理を行う信号処理部１３と、該信号処理部で信号処理された画像データ等を記憶するメ
モリ部１４と、信号処理部１３及び、撮像ブロックに接続されて装置全体を制御するシス
テム制御部１５とを有している。
【００３５】
尚、信号処理部１３は、撮像ブロック１から出力された画像データに対し、所定領域で積
分する積分回路を備える他、画像データのデータ変換や有効領域の切り出し等の信号処理
された画像データをメモリ部１４の所定のアドレスに転送するメモリ制御回路を備えてい
る。
【００３６】
また、閃光装置３は、閃光制御部１２から出力される閃光開始及び停止信号ＳＴＳＰがＨ
ｉの期間に発光するように構成されている。
【００３７】
図２は本撮像装置の制御手順を示すフローチャートである。
【００３８】
まず、ステップＳ１で撮像電源を投入し、続くステップＳ２では撮像素子５を撮影準備駆
動モードに設定する。次いで、ステップＳ３で被写界画像データを複数に分割し、分割さ
れた領域の大きさ、即ち積分領域を信号処理部１３に設定する。次いで、ステップＳ４で
露光制御部１１の制御下、シャッタ８を開状態として絞り７を調整し露出制御を行う。そ
して続くステップＳ５では積分測光を行い、撮像素子５から連続的に得られる被写界画像
データを積分し、第１の積分データを取得する。
【００３９】
次に、ステップＳ６ではステップＳ５で得られた第１の積分データに基づいて測光演算し
、ステップＳ７で適正露出が得られたか否かを判断する。そして、適正露出が得られなか
った場合はステップＳ４にもどって適正な露出が得られるまで上記処理を繰り返す。そし
て、適正な露出が得られると、ステップＳ７の答えは肯定（Ｙｅｓ）となってステップＳ
８に進み、閃光を伴う撮影か否かを判断し、閃光を伴わない撮影の場合はステップＳ１２
に進む一方、閃光を伴う撮影の場合にはステップＳ９で予備発光を行い、続くステップＳ
１０では予備発光で得られた被写界輝度データを積分測光して第２の積分データを取得し
、次いでステップＳ１１ではステップＳ５で得られた外光のみの第１の積分データとステ
ップＳ１０で得られた外光及び閃光が混在した第２の積分データとに基づいて調光演算を
行い、本露光時の発光時間及び露光時間（発光量）を算出する。
【００４０】
そして、ステップＳ１２では撮像素子５を撮影駆動モードに切換え、タイミング発生部１
０のカウンタ値及び、カウンタ動作を制御して垂直同期信号ＶＤの発生間隔を短縮させ、
正規の垂直転送期間（図３中、Ｖ０、Ｖ１若しくは、Ｖに示す）よりも発生間隔の短い第
１の短縮垂直転送期間Ｖ３を生成し、続くステップＳ１３では閃光に伴う撮影か否かを判
断し、閃光を伴わない撮影の場合はステップＳ１５に進む一方、閃光を伴う撮影の場合は
ステップＳ１４で本発光を行う。
【００４１】
そして、続くステップＳ１５では露光時間に応じてシャッタ８を閉じ始め、その後、前記
正規の垂直転送期間よりも短い第２の短縮垂直転送期間Ｖ２を生成し、ステップＳ１６で
画像データを読み出してメモリ部１４に転送し、処理を終了する。上記画像データの読み
出しは、上記第２の短縮垂直転送期間以後の第１の垂直転送期間に、第１フィールド、又
は第２フィールドから読み出され、第１の垂直転送期間直後の第２の垂直転送期間に、第
１の垂直転送期間で読み出したフィールドでない第２フィールド或いは、第１フィールド
を読み出し、夫々を所定のメモリのアドレスに転送を行う。
【００４２】
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図３は閃光を伴う撮影の場合の各制御タイミングを示すタイムチャートである。
【００４３】
上述したようにタイミング発生部１０は、撮像電源オン時は基準クロック単位（例えば１
８ＭＨｚ）でクロック信号ＣＬＫを常時出力すると共に（図３（ｉ））、複数のカウンタ
を有し、斯かるカウンタの動作及び、各タイミング信号の挙動を決定するカウント値を制
御してカウント値を計数することにより、水平同期信号ＨＤ及び、垂直同期信号ＶＤが発
生する（図３（ii）、（iii））。
【００４４】
例えば水平同期信号は、アクティブ期間を前記基準クロックの５０ＣＬＫ、非アクティブ
期間を１８００ＣＬＫとし、Ｈカウンタが１８００ＣＬＫを計数した時点でカウンタをゼ
ロにリセットするように構成する。勿論、上記それぞれの計数値は信号処理ブロック２の
システム制御部１５によってプログラムできるように構成され、設計する撮像装置（撮像
素子に依存）に応じて変更可能とする。また垂直同期信号は、上記水平同期信号を基準と
して、アクティブ期間を７Ｈ、非アクティブ期間を撮像駆動モードに応じて、３００Ｈ、
６００Ｈ（撮像素子に依存）とし、Ｖカウンタが前記設定値を計数した時点でゼロにリセ
ットするように構成し（図３中（ii）、（iii）参照）、プログラマブルであるのは同様
である。
そして、撮像素子５が撮影準備駆動モードに設定され、時間Ｔ１で垂直同期信号ＶＤが発
生すると（図３（iii）、（v））、該垂直同期信号のアクティブ期間（立下りエッジ）を
トリガとして時間Ｔ２で読出信号ＳＧが発生し（図３（vi））、さらに不要電荷除去信号
ＳＵＢの出力を開始して、露光時間に応じて撮像素子５に蓄積されている不要な電荷を除
去する（図３（vii））。
【００４５】
先に述べた通り、読出信号ＳＧ、及び不要電荷除去信号ＳＵＢの生成は、垂直同期信号Ｖ
Ｄのアクティブタイミング（立下りエッジ）によってリセットされ且つ、該垂直同期信号
ＶＤのアクティブタイミングから基準クロックＣＬＫ単位で計数するカウンタを用いて行
われ、撮像駆動モードに応じて、撮像素子５を駆動させるための各種信号の発生タイミン
グ等を制御する。勿論、上記夫々の信号を発生させるタイミングを決定するカウンタの計
数値は、信号処理ブロック２のシステム制御部１５によってプログラムできるように構成
されるのは言うまでもない。
【００４６】
そして、時間Ｔ２以前の垂直転送期間に露光された画像データをＴ２タイミングで発生す
る読出信号ＳＧで逐次読み出すと共に、信号処理部１３に設定された積分領域（図３（vi
ii）中、符号Ａで示す）内の画像データの輝度成分を積分し、第１の積分データを取得す
る。そしてその後、時間Ｔ４で閃光装置３を駆動させて予備発光を行う。
【００４７】
この予備発行の発光タイミングは、閃光制御部１２に内蔵された上記閃光パルス生成用カ
ウンタの動作設定により制御される。具体的には、まず時間Ｔ１以前に閃光制御部１２の
閃光パルス生成用カウンタはゼロにリセットされた状態で停止させておく。次に、予備発
光の露光期間Ｂが終了し、読出信号ＳＧが出力される時間Ｔ５までの間に、予め発光時間
が決定している予備発光が完了するように、閃光パルス生成用カウンタのカウント値を逆
算し、カウント動作開始から信号を反転させるカウント値の設定と、反転された信号を元
の状態に戻すカウント値の設定を行う。そして、時間Ｔ１でカウント動作を開始させ、上
記閃光パルス生成用カウンタが設定された夫々のカウント値に到達した時点で、閃光開始
及び停止信号ＳＴＳＰのパルスが生成され予備発光が時間Ｔ４で行われる。尚、上記発光
タイミングの逆算は、垂直同期信号ＶＤのアクティブタイミング（時間Ｔ１）からのカウ
ント値として求められる。また、予備発光完了後（時間Ｔ５以降）、上記閃光パルス生成
用のカウンタを停止し、カウントの計数値をゼロにリセットする。
【００４８】
そして、時間Ｔ５以前の垂直転送期間に露光された閃光を伴う画像データをＴ５タイミン
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グで発生する読出信号ＳＧで逐次読み出すと共に、信号処理部１３に設定された積分領域
（図３（viii）中、符号Ｃで示す）内の画像データの輝度成分を積分し、第２の積分デー
タを取得する。次いで、外光のみの前記第１の積分データと、外光と閃光の混在した第２
の積分データに基づいた測光演算を行って、主被写体の反射率を演算し、本露光時の発光
時間と露光時間（発光量）を算出する。続いて、求められた発光時間と、露光時間に基づ
いて、前記閃光パルス生成用カウンタと、前記シャッタパルス生成用カウンタの設定を、
垂直同期信号のアクティブタイミング（立下りエッジ）からのカウンタ計数値で行う。こ
こでは、予め撮像素子５に依存した撮影駆動モードにおける垂直転送期間の時間と、読み
出しフィールドの属性（第１フィールド若しくは、第２フィールド）、読出信号ＳＧの出
力タイミング及び、不要電荷除去信号ＳＵＢの出力本数に基づいて、カウンタ値を求める
。尚、本露光時の不要電荷除去信号ＳＵＢの出力本数は、予備発光から本発光までの時間
を最小にするため、最小本数に固定する。最小本数は撮像素子５に依存して変化するが、
必要最小限であることに変わりはない。また、前記閃光パルス生成用カウンタにおける発
光開始タイミングを決定するカウント計数値は、上記本露光時の不要電荷除去信号ＳＵＢ
の出力が停止した以降の近傍で発光開始及び停止信号ＳＴＳＰが反転し、更に先に求めら
れた本発光時間経過後に反転した信号ＳＴＳＰが元に戻るように求められることを付け加
えておく。また、シャッタパルス生成用カウンタに纏わる設定も同様にして、先に求めら
れた露光時間に応じてシャッタ遮蔽制御パルスＳＨＣＬＳが生成されるように設定が行わ
れる。
【００４９】
一方、上記演算、及び露光制御部１１、更には閃光制御部１２の設定が完了した時点で、
垂直同期信号ＶＤとは非同期に撮像素子５を撮影駆動モードに切換えるために、正規の垂
直転送期間よりも短い第１の短縮垂直転送期間Ｖ３を生成する。すなわち、本露光制御完
了時点が撮影準備駆動モードにおける垂直同期期間のいずれのタイミングであっても、タ
イミング発生部１０に内蔵されている前記Ｖカウンタ及び、Ｈカウンタを一旦停止させ、
現在のカウント値を切換え後の撮影駆動モードにおける垂直転送期間の終点位置に相当す
るタイミング信号発生カウント値近傍の所定のカウント値（例えは、５５０Ｈカウント）
に変更し、非アクティブ期間を６００Ｈ（撮像素子５に依存する）に設定変更する。そし
て、該Ｈカウンタ及び、Ｖカウンタの計数を再開すると、前記変更された所定カウント値
（例えば、５５０Ｈカウント）から計数を始め、６００Ｈ計数後に垂直同期信号ＶＤがア
クティブになり、垂直期間が５０の水平転送期間を持つ第１の短縮垂直転送期間Ｖ３が生
成される。また、各カウンタの計数再開から垂直同期信号がアクティブになる時間Ｔ７の
タイミングまでの間に先に説明したカウント値を設定し、撮影駆動モードにおける読出信
号ＳＧ及び、不要電荷除去信号ＳＵＢの出力タイミング等を決定する。そして、第１の短
縮垂直転送期間が終了し、垂直同期信号がアクティブになると（時間Ｔ７）、カウンタが
ゼロにリセットされ、設定されたカウント値に到達した時点（時間Ｔ８）で夫々のパルス
が出力され、本露光が開始される。
【００５０】
さらに時間Ｔ７で、先に設定しておいた前記閃光パルス生成用カウンタと、前記シャッタ
パルス生成用カウンタを起動させ、該本露光を開始した直後の時間Ｔ９で所定の発光時間
、本発光を行う。
【００５１】
尚、閃光パルス生成用カウンタは、シャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転状態から戻る
時間Ｔ１２以降でシャッタパルス生成用カウンタト共に計数動作を停止している。
【００５２】
このようにして正規の垂直転送期間よりも短い第１の短縮垂直転送期間Ｖ３を生成し、次
いで不要電荷除去信号ＳＵＢを必要最小限で出力させて本露光開始時期を決定し、その後
、直ちに本発光を行うことにより、予備発光から本発光までの発光間隔Ｄは露光時間Ｂ、
Ｅの影響を受けることなく、短く安定したものとなる。
【００５３】
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そしてその後、調光制御にて先に決定した露出時間経過後（時間Ｔ１０）、シャッタパル
ス生成用カウンタによってシャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転し、シャッタ８が実際
に遮蔽し始めてから完全に遮蔽するまでに必要な時間（例えは、１０ｍsec）が経過した
後（時間Ｔ１２）にシャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転状態から元の状態に戻る。一
方、シャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転し、シャッタ８が閉じ始めてから所定時間Ｆ
が経過した時点で、垂直転送期間とは非同期に垂直同期信号ＶＤをアクティブにすると共
に、第１の短縮垂直転送期間生成と同様にしてカウンタ動作を制御し、正規の垂直転送期
間より短い第２の短縮転送期間Ｖ２を生成する。
【００５４】
尚、シャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳを反転状態にしている時間は、シャッタの走査時間
等によって異なる（本件では１０ｍsecで遮蔽走査が完了することとする）。したがって
、上記所定時間Ｆは、シャッタの持つ上記機械的な制御時間に基づいて調節が必要となる
。目的はシャッタ８の遮蔽制御開始から撮影画像の読み出しに至るまでの時間を安定させ
ることにあるので、所定時間Ｆと、第２の短縮垂直転送期間の時間と、垂直同期信号ＶＤ
がアクティブになってから読出信号ＳＧが出力されるまでの時間との総和が、シャッタの
遮蔽走査時間より若干長くなるように所定時間Ｆを決定すればよいことになる。
【００５５】
次いで、第２の短縮垂直転送期間Ｖ２において、第１のフィールド又は第２のフィールド
のいずれのフィールドから画像データの読み出しを行うか及び、転送するメモリ部１４の
メモリ領域を決定し、決定されたフィールド順序にしたがい、次回の垂直転送期間から順
次垂直転送期間単位で画像データの読み出し及び、メモリ部１４への転送を行う。
【００５６】
尚、不要電荷除去信号ＳＵＢは時間Ｔ８にて最終出力を行った以降、撮影した画像の読み
出しが完了するまでの間出力されないように制御される。
【００５７】
このように第２の短縮転送期間Ｖ２を生成することによって、本露光時の露光時間（図３
のＥ）が図示した時間よりも極端に短い、又は長い場合であっても、正規の垂直転送期間
にとらわれることなく、シャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転するタイミング以降が安
定して行うことが可能となる。また、シャッタ８によって遮蔽が完了してから画像データ
の読み出し及び、メモリ転送が開始されるまでの時間Ｇは、露光期間Ｅ、即ちシャッタ８
が閉じ始める時間Ｔ１０の影響を受けることなく安定した短い時間となる。
【００５８】
また、本実施の形態では、閃光を伴わない撮影の場合も本露光が開始されるまでの時間が
露光時間の影響を受けることなく短縮されており、レリーズタイムラグも改善している。
【００５９】
尚、本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。上記実施の形態では閃光制御部
１２及び露光制御部１１には夫々閃光パルス生成用のカウンタ及びシャッタパルス生成用
のカウンタが設けられているが、これら両カウンタを兼用するような単一のカウンタを設
けて閃光タイミング及び、シャッタ８の遮蔽タイミングを制御するようにしてもよい。勿
論、夫々の信号の挙動を決定するカウント値の設定レジスタ等は独立して設ける。
【００６０】
また、上記第１及び、第２の短縮垂直転送期間Ｖ３、Ｖ２は、上記タイミング発生部１０
の有する基準クロックや、基準クロックで生成された水平転送期間単位で任意に（垂直転
送レートとは非同期で）調節可能なことは言うまでもない。
【００６１】
また、シャッタ８はシャッタ遮蔽制御信号ＳＨＣＬＳが反転してから実際（機械的）に遮
蔽動作に移行するまでに機械的な遅延時間を有し、この遅延時間は絞りの開口径によって
変化するのが一般的である。この遅延時間による露光時間の変動をシャッタの遮蔽制御タ
イミングを調節して補正を行う公知のシャッタ８制御と同様に、図３の時間Ｔ１０のタイ
ミングを調節しても、前記所定期間Ｆの時間にフィードバックを掛けることによって、画
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像データの読み出しに至るまでの時間を最適化することは可能である。
【００６２】
尚、本発明は、上記タイミング発生部１０、露出制御部１１、及び閃光制御部１２とシス
テム制御部１５とのインターフェース（Ｉ/Ｏレジスタ、シリアル通信等）によって変化
するものではない。
【００６３】
【発明の効果】
　以上詳述したように本発明によれば、閃光を伴う撮影の場合に、予備発光と本発光との
発光間隔を大幅に短縮することができるので、品質の良好な画像データを迅速にえること
ができる。
【００６４】
また、閃光を伴わない撮影の場合も、撮影モード時の露光が開始されるまでの時間が短縮
されるので、レリーズタイムラグを一律短くすることが可能となる。また、第２の短縮垂
直転送期間を生成することによって、実際に露光した画像データを第１または第２のどち
らのフィールドから読み出すか及び、転送するメモリ領域を容易に変更できる。さらに、
撮影した画像データをメモリに転送した直後に第３の短縮垂直期間を生成し、連写時等の
次の撮影露光期間を迅速に生成するすることも可能であり、連写速度を向上する効果を持
たせられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る撮像装置の一実施の形態を示すブロック構成図である。
【図２】本発明に係る撮像装置の制御方法の制御手順を示すフローチャートである。
【図３】本発明に係る撮像装置の制御タイミングを示すタイミングチャートである。
【図４】従来の撮像装置の制御タイミングを示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
３　閃光装置（予備発光手段、本発光手段）
５　撮像素子
８　遮断手段（シャッタ）
１０　タイミング発生部
１２　閃光制御部（発光タイミング制御手段）
１５　システム制御部（駆動モード設定手段、測光手段、発光条件設定手段）
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